
 

議案第１１号 

 

   狭山市介護保険条例の一部を改正する条例 

 狭山市介護保険条例（平成１２年条例第３０号）の一部を次のように改正する。 

 第４条第１項中「平成２４年度から平成２６年度まで」を「平成２７年度から平成

２９年度まで」に改め、同項第１号中「２万４，０７２円」を「２万６，９５８円」

に改め、同項第２号中「２万４，０７２円」を「３万７，７４１円」に改め、同項第

３号中「３万６，１０８円」を「４万４３７円」に改め、同項第４号中「４万   

８，１４４円」を「４万８，５２４円」に改め、同項第９号中「８万１，８４４円」

を「１０万７，８３２円」に改め、同号を同項第１２号とし、同項第８号中「７万 

７，０３０円」を「８万６，２６６円」に改め、同号イ中「除く。）」の次に「、次

号イ又は第１１号イ」を加え、同号を同項第９号とし、同号の次に次の２号を加える。 

（１０）次のいずれかに該当する者 ９万１，６５７円  

  ア 合計所得金額が８００万円以上１，０００万円未満である者で前各号のいず

れにも該当しないもの  

  イ 要保護者であって、その者が課される保険料額についてこの号の区分による

額を適用されたならば保護を必要としない状態となるもの（令第３９条第１項

第１号イ（（１）に係る部分を除く。）又は次号イに該当する者を除く。） 

（１１）次のいずれかに該当する者 ９万９，７４５円  

  ア 合計所得金額が１，０００万円以上１，５００万円未満である者で前各号の

いずれにも該当しないもの  

  イ 要保護者であって、その者が課される保険料額についてこの号の区分による

額を適用されたならば保護を必要としない状態となるもの（令第３９条第１項

第１号イ（（１）に係る部分を除く。）に該当する者を除く。） 

 第４条第１項第７号中「７万２，２１６円」を「８万８７４円」に改め、同号イ中

「又は次号イ」を「、次号イ、第１０号イ又は第１１号イ」に改め、同号を同項第８

号とし、同項第６号中「６万１８０円」を「６万７，３９５円」に改め、同号イ中 

「又は第８号イ」を「、第９号イ、第１０号イ又は第１１号イ」に改め、同号を同項

第７号とし、同項第５号中「５万２，９５８円」を「５万９，３０８円」に改め、同

号イ中「第７号イ又は第８号イ」を「第８号イ、第９号イ、第１０号イ又は第１１号

イ」に改め、同号を同項第６号とし、同項第４号の次に次の１号を加える。 

（５）令第３９条第１項第５号に掲げる者 ５万３，９１６円 



 

 第４条第２項及び第３項を削る。 

 第７条第３項中「ハ」を「ニ」に、「若しくは第４号ロ」を「、第４号ロ若しくは

第５号ロ」に改め、「、令附則第１６条第２項（同条第３項及び第４項において準用

する場合を含む。）、令附則第１７条第２項（同条第３項及び第４項において準用す

る場合を含む。）」を削り、「第４条第１項第５号イ、第６号イ」を「第４条第１項

第６号イ」に、「若しくは第８号イ」を「、第８号イ、第９号イ、第１０号イ若しく

は第１１号イ」に、「第４号まで」を「第５号まで」に、「第５号から第８号まで」

を「第６号から第１１号まで」に改める。 

 附則第１０項を附則第１１項とし、附則第９項の次に次の１項を加える。 

 （介護予防・日常生活支援総合事業に関する経過措置） 

１０ 法第１１５条の４５第１項に規定する介護予防・日常生活支援総合事業につい

ては、介護予防及び生活支援の体制整備の必要性等に鑑み、その円滑な実施を図る

ため、平成２７年４月１日から平成２９年３月３１日までの間は行わず、平成２９

年４月１日から行うものとする。 

   附 則 

１ この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条及び第７条の規定は、平成２７年度以後の年度分の保険料につい

て適用し、平成２６年度分までの保険料については、なお従前の例による。 

 

 

  平成２７年２月１９日提出 

 

          狭山市長 仲 川 幸 成 

 

 

 

提案理由 

 介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を図るため、第１号被保険者の保険料率

を改定するとともに、介護予防・日常生活支援総合事業の実施について経過措置の規

定を設けたいので、この案を提出するものである。 


